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本学図書館は、1900（明治33）年に立命館大学の前身となる京都法政学校が創立された5年後に、当時の広小路校舎に図書

室を附設し図書資料を保存、提供する図書館として業務を開始し、今年、開設100周年を迎えました。 

 

100年の歴史のなかで、本学図書館の蔵書冊数は全学で240万冊を超えており、近年は年間200万人を超す入館者が利用して

います。また「白楊荘文庫」「西園寺文庫」「末川文庫」「パリ講和会議資料コレクション」「GHQ／SCAPマイクロ資料」「加古文

庫」といったコレクションには、学外からも多くの利用があります。 

 

本学図書館は、全国の大学に先駆けて、開館時間の拡大、データベースの拡充、資料整理期間の短縮などを行ってきました。

図書館の年間開館日数は330日（2004年度）など、全国でもトップクラスの利用環境を整えるまでに成長しました。大学における学

術資料の一拠点として、学生や教員の学習・教育・研究活動のために図書館はなくてはならない存在です。 

 

一方で、IT化が世界的規模で進行する中で、大学図書館はこれまで経験したことがない変革の時代に突入しています。学術

情報は、電子ジャーナルの進展に見られるように、従来の紙媒体を中心にした図書資料からインターネットを活用したデジタル資料

へ急速に変化しています。 

 

これからの大学図書館は、教育・研究に対して学術情報サービスのさらなる高度化を図り、グロー

バルなレベルでの利用者のニーズに積極的に応えていくことが求められます。新しいメディアを活用

したハイブリッド型ライブラリーを構築し、情報化社会に対応した学術情報サービスを展開していくこ

とが必要です。 

 

図書館が「学習と研究の場」としての役割を引き続き果たすとともに、「知的興奮が渦巻く大学」

の中枢としての機能の一つとなるよう期待します。 

図書館開設100周年を記念して 
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「立命館大学図書館の思い出」  
 立命館大学名誉教授　中井美雄氏 
「立命館大学図書館開設100周年」 
 立命館大学文学部教授　大戸千之氏 
「末川博先生の蔵書受入と立命館出版部のことなど」 
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統計で見る図書館100年 
学生スタッフ活躍中！  
　・RAINBOW STAFF 
　・LIBRARY STAFF 
問い合わせ先 

立命館総長・立命館大学長 

総合情報センターだより100号記念特集号 



　図書館だよりは、1961年（昭和36年11月）に読書週間特集号

として初めて生まれ、さらに翌年の1962年（昭和37年12月）に

も再び1号として「としょかんたより」「読書調査特集」が発

行され、その後12年の中断後1974年に「再び」創刊されました。

ここでは、その図書館だより100号の歴史の中から30年の軌跡

を浮き彫りにしてみたいと思います。以下にいくつか選んで掲

載しました。 

　 

創刊第1号 1974年 6月 「図書館だより」（但し、これだけは 

  「図書館たより」） 

第5号 1975年 9月 加古文庫に憶う 

特集号 1977年10月 中央図書館開館十周年記念特集号 

第14号 1978年 6月 日曜開館を実施して 

特集号 1981年 2月 広小路分館閉館記念特集号 

第42号 1988年 3月 ゼミ訪問記（継続シリーズから） 

第52号 1990年11月 東京にて西園寺展開催―大きく成功 

第58号 1992年 4月 文書情報整理元年 

第74号 1996年 4月 開館時間・開館日数を大幅に拡大！ 

第82号 1998年 4月 より、現在の「立命館大学総合情報セ 

  ンターだより」 

野久尾　徳美　s 

1965年4月～1979年3月在職 

元立命館大学産業社会学部教授 

（専門分野：生活福祉論） 

1966年4月～1967年3月 

産業社会学部長 

1974年4月～1975年9月 

図書館長 

1974年6月　u 
創刊号

▲　天野　和夫　 

1951年4月～1989年3月在職 

元立命館大学法学部教授（専門分野：法哲学） 

1966年4月～1968年3月　 法学部長　 

1978年7月～1984年12月　立命館総長 

竹田　直平　s 

1933年4月～1947年6月在職 

元立命館大学法経学部教授 

（専門分野：刑事法）　　　　　 

1938年10月～1940年4月　法律学科部長 

1945年1月～1946年6月　図書館長 

v　1975年9月　第5号 
▽　1977年10月　中央図書館開館 

十周年記念特集号
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建林　正喜　s　 

1964年4月～1974年3月在職 

元立命館大学経済学部教授 

（専門分野：経済原論）　　　　　 

1966年4月～1968年3月　経済学部長 

1968年4月～1970年3月　図書館長 

v　1981年2月　広小路分館閉館記念 
　▽ 特集号

v　1978年6月　第14号 

▽　1977年10月　中央図書館開館 
十周年記念特集号
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v　1988年3月　第42号 

v　1992年4月　第58号 

1996年4月　第74号　u

▽　1990年11月　第52号 
v　1981年2月　広小路分館閉館記念 
　▽ 特集号
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西園寺文庫銅版 

立命館文庫時代の蔵書印 

立命館文庫の銅版 

蔵書印 

広小路学舎の図書館（興学館） 

閲覧室 

白楊荘文庫資料 

1940（昭和15） 

 

小泉苳三氏より歌書2，423冊、雑誌1，056冊受贈。

（後年「白楊荘文庫」となる）（注4） 

 

 

　 

1941（昭和16）   国防学研究所設置。　 

立命館大学図書館100年のあゆみ 
西暦年（元号） 

1869（明治2） 

 

1900（明治33） 

 

1904（明治37） 

 

1905（明治38） 

 

 

 

1913（大正2） 

 

1922（大正11） 

 

1923（大正12） 

 

1924（大正13） 

1925（大正14） 

1926（大正15） 

1931（昭和6） 

1933（昭和8） 

 

1938（昭和13） 

1939（昭和14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

附属施設として図書室・書庫建設。（注1） 

　 

 

 

 

　 

　 

 

書庫新築。（注2） 

図書館を改め「立命館文庫」設立。 

立命館文庫第2期工事完成。「養性館」（後「興

学館」と改称）竣工。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書受入業務開始。 

 

　 

 

 

図書分類表を制定し、専任の図書館員をおく。 

文庫長：跡部定次郎。 

　 

 

　 

夜間開館実施。 

 

 

 

 

 

西園寺公望、邸内に私塾「立命館」

を開く。 

中川小十郎「私立京都法政学校」

設立。 

専門学校令による「京都法政大学」

設立。 

西園寺公より「立命館」の名称継承

の許諾を受け、大扁額を賜る。 

 

 

財団法人立命館設立。 

大学を「私立立命館大学」と改称。 

大学令（旧制）による「立命館大学」

に昇格。　 

　 

 

 

 

1937（大正12） 「西園寺文庫」創設。（注3）   

　 

 

京大滝川事件により元京都帝国大

学教授、助教授17氏を本学に招聘。 

「立命館高等工科学校」設立。 

立命館高等工科学校を「立命館日

満高等工科学校」と改称。 

図書館施設 図書館サービス 大学のできごと 

今年、図書館は創立100周年を迎えます。 
当時の建物は延べ357㎡でした。現在の衣笠図書館の総面積は当時の面積の約23.8倍、8530.46㎡です。 
西園寺文庫は西園寺家伝来の資料、公望自身が収集した資料、公望宛寄贈された資料、後日、本学が補充購入した資料からなります。図書・逐次刊行物のほ
か、書簡などの文書も含まれています。 
白楊荘文庫には、小泉苳三教授が収集した歌集および関連する新聞・雑誌類を中心に、図書館が追加収集した資料を加えた4600余点が納められています。
明治・大正から昭和20年代までの資料が体系的に収集され、このコレクションを基礎として執筆された「明治大正短歌史料大成」は当文庫の解説書でもありま
す。与謝野晶子・鉄幹の著書や、「明星」「スバル」など近代文学研究にとって貴重な資料が含まれています。 

（注1） 
（注2） 
（注3） 
 
（注4） 

西暦年（元号） 図書館施設 図書館サービス 大学のできごと 

加古祐二郎教授は、1937年に33歳の若さで永眠されましたが、正味5～6年と言われる短い研究生活の中で精力的に研究しその成果を発表しておられました。
先生の蔵書は、専門であった法哲学関係の文献の他、国家論・政治学・社会学など各分野の優れた資料が集められていました。本学に寄贈されたこれらの資
料が「加古文庫」として保存されています。 
現在は当たり前になっている開架閲覧制は、この当時大学図書館としては画期的な制度でした。閲覧学生数は1日500名を超え、当時の東京の大手私大の利
用者数をはるかに上回っていました。 
末川博名誉総長の蔵書1万2千余点を所蔵しています。ここには、末川博先生の全著作はもちろん、大正から昭和期の民法学の著作・逐次刊行物・末川先生
の手稿類・遺品なども納められています。また、洋書の中には留学中に入手された貴重な古書も含まれています。 

（注5） 
 
 
（注6） 
 
（注7） 

1942（昭和17） 

 

 

1945（昭和20） 

 

1946（昭和21） 

1947（昭和22） 

1948（昭和23） 

 

 

1949（昭和24） 

1950（昭和25） 

 

1951（昭和26） 

1952（昭和27） 

 

1953（昭和28） 

 

1954（昭和29） 

1957（昭和32） 

1959（昭和34） 

 

1961（昭和36） 

 

 

 

立命館文庫を「立命館図書館」と改称。 

 

 

立命館図書館を「立命館大学図書館」と改称。 

 

 

 

理工学部分館設置。 

大学院校舎3階へ移転。 

 

 

研心館と書庫を曳家式工法により連結。書庫4，

5階増設。 

研心館2階へ移転。 

 

開架自由閲覧室開設。（注6） 

「末川文庫」創設。（注7） 

 

 

 

全国私立大学図書館協議会に加盟。 

加古祐二郎氏旧蔵法律書7，181冊受贈。（注5） 

「加古文庫」創設。 

 

立命館文庫規則を改正し、「立命館図書館規程」制

定。 

開館時間を午後８時まで延長。 

 

 

 

 

 

 

 

立命館大学図書館規程制定。 

 

 

 

開館時間を午後8時30分まで延長。 

 

 

「立命館文庫」（本学教職員・校友著書および立命

館出版部・京都印書館刊行物のコレクション）創設。 

「図書館たより」（読書調査）発刊。 

 

 

 

立命館研究所設置。 

立命館土曜講座発足。 

 

学校教育法による「立命館大学」（新

制）設置。 

法、経済、文三学部をもつ新制の総

合大学として発足。（広小路） 

立命館研究所を立命館大学人文科

学研究所に改組。 

理工学部設置。 

大学院設置。（法学・経済学・文学

研究科） 

 

 

 

 

 

 

 

1955（昭和30）   理工学研究所設置。 
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メディアセンター 

RUNNERSメニュー画面 

特別コレクションの目録 

この扁額は、図書館の新築の際に末川元総長が揮毫されたものです。
学問に始めはあっても終わりはないと言われているように、読書を
通じて知ることの如何に多いことか、またそのことによって自らの足
らざるを知ることも一層大きいことを、謙虚に自覚しなければならな
いと教えたものです。 

西暦年（元号） 図書館施設 図書館サービス 大学のできごと 

1972（昭和47） 

 

1973（昭和48） 

1974（昭和49） 

 

1975（昭和50） 

 

1977（昭和52） 

1978（昭和53） 

1981（昭和56） 

 

 

1983（昭和58） 

 

1984（昭和59） 

1986（昭和61） 

 

1987（昭和62） 

 

1988（昭和63） 

1989（平成元） 

 

 

1990（平成2） 

 

 

 

 

1992（平成4） 

 

 

 

 

 

 

 

３階閲覧室完成。（衣笠本館） 

 

広小路分館閉鎖。 

 

 

書庫完成。視聴覚室設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館改修。 

 

 

開館時間を午後9時40分まで延長。（広小路分館） 

試験期の日曜開館実施。 

「図書館だより」創刊。（注9） 

小集団貸出制度実施。 

広小路学舎分館に身体障害者施設及び点字図書

設置。 

 

逐次刊行物総合目録（第2部）発行。 

日曜開館実施。（衣笠本館） 

 

 

 

「白楊荘文庫目録」刊行。 

図書館年次報告刊行。 

「立命館大学漢籍分類目録」刊行。 

貸出管理電算化システム稼働。（注10） 

前期試験期貸出実施。 

後期試験期貸出実施。 

「立命館大学所蔵逐次刊行物総合目録　和文編」

刊行。 

「立命館大学図書館蔵原隨園博士蔵書目録」刊行。 

 

NACSIS-IRサービス開始。 

CD-ROM（J-BISC、CD-HIASK等）サービス開始。 

 

 

RUNNERS（立命館大学学術情報システム）稼働。

（注11）　 カード目録凍結。 

「末川文庫目録」刊行。 

 

「立命館大学図書館蔵西園寺文庫目録」刊行。 

 

 

「旧米国マルクス主義研究所所蔵目録」刊行。 

社会学研究科設置。 

 

1970（昭和45）   産業社会学部衣笠学舎に移転。 

 

 

 

 

 

 

 

文学部衣笠学舎に移転。 

 

法学部衣笠学舎に移転。衣笠一拠

点化完了。 

 

 

 

 

 

 

国際関係学部設置。 

国際地域研究所設置。 

国際言語文化研究所設置。 

 

教育科学研究所設置。 

国際関係研究科設置。 

国際平和ミュージアム設置。 

現在の図書館です。１・２階が閲覧室となっていました。 
図書館業務の現状や施策・課題などを大学構成員に的確かつ敏速に周知・徹底することを目的に刊行されました。 
創刊号に紹介されている各分野の「よく読まれている図書」のNo.1は次の3冊です。 
　松本清張全集（人文科学分野） 
　経済学（上）/サムエルソン、D（社会科学分野） 
　真空管工学/笹男利男（自然科学分野） 
利用者カードと貸出資料をカウンターに提出して貸出手続きをするという方法になりました。このシステム導入までは、借りたい本1冊ごとに図書番号や学生証
番号の記入が必要でしたので、貸出手続きが大幅に簡略化され、利用しやすくなりました。 

（注8） 
（注9） 
 
 
 
 
（注10） 
 

西暦年（元号） 図書館施設 図書館サービス 大学のできごと 

書名の一部や著者名などのてがかりがあれば、全学の所蔵状況を検索できるようになりました。スタート時のデータは図書9万件、雑誌・年鑑2万1千タイトルでし
たが、2005年現在では、図書は約180万件、雑誌・年鑑は約4万タイトルのデータを収めたデータベースとなっています。 
理工学部の拡充移転に伴い、BKCにメディアセンターが完成しました。全面開架方式のため、見たい資料をすぐに見ることができます。 
従来休館としていた大学の休業期間中も、開館日を大幅に増やしました。図書館では、教学改革・セメスター制の実施・授業週５日制などの学習構造の変化に
対応し、学習や研究を支えています。 

（注11） 
 
（注12） 
（注13） 
 

1993（平成5） 

 

 

 

 

1994（平成6） 

 

1995（平成7） 

 

1996（平成8） 

 

1997（平成9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

BKCメディアセンター設置。（注12） 

 

マルチメディアルーム開室。（衣笠） 

学而館地下に書庫設置。 

 

 

 

 

 

 

父母教育後援会会員への図書館開放。 

パリ講和会議資料コレクションのデータベース化完成。

5月運用開始。 

図書館の地域公開開始。 

外国雑誌コンテンツ検索システム稼働。 

 

 

 

 

RUNNERS@稼働。 

開館時間延長（午後9時30分）・開館日増。（衣笠）（注

13） 

 

図書館、メディアセンター、研究部共同研究事務室、

総合情報センターの統合再編による（新）総合情報

センター発足。 

 

 

 

 

 

理工学部　BKCへ拡充移転。 

政策科学部設置。 

 

 

 

 

政策科学研究科設置。 

 

 

 

1962（昭和37） 

 

1965（昭和40） 

 

1966（昭和41） 

1967（昭和42） 

 

 

理工学部分館を「衣笠学舎分館」と改称。 

 

 

衣笠学舎に新中央図書館竣工。（注8）立命館

大学図書館本館となり、広小路学舎分館発足。 

 

開館時間を午後9時まで延長。 

 

 

 

 

 

逐次刊行物総合目録（第1部）発行。 

経営学部設置。 

 

経済・経営学部衣笠学舎に移転。 

産業社会学部設置。 

経営学研究科設置。 
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オープンパソコンルーム 

RAINBOW GUIDE表紙 

自動化書庫 
ライブラリースタッフ 

修学館リサーチライブラリー 

メディアライブラリー 

1998（平成10） 

 

 

BKCメディアライブラリー開設。 

 

BKC情報サービス課発足。 

 

メディアセンター開館時間延長。（午後8時） 

BKC新展開。（経済・経営学部BKC

へ移転）　 

 

社会システム研究所設置。 

西暦年（元号） 図書館施設 図書館サービス 大学のできごと 西暦年（元号） 図書館施設 図書館サービス 大学のできごと 

2002（平成14） 

 

2003（平成15） 

 

2004（平成16） 

 

各館オープンパソコンルームのパソコン全台更

新。 

図書館閲覧室座席240脚更新。 

図書館グループ閲覧室にプラズマディスプレイ

配備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館改修工事。（注15） 

 

 

ローライブラリー開設。 

修学館1階・3階・5階、洋洋館5階に貸出手続

確認装置設置。 

 

メディアセンター自動化書庫稼動。 

 

開講期における図書館及びBKC各館の月末終日閉

館を午後より開館に変更。 

 

 

 

 

 

新たな情報リテラシー授業開始。 

 

RAINBOWガイドと図書館各案内（データベースガイ

ドブック、衣笠編、BKC編）を「RAINBOWガイド」とし

て1冊に統合。 

「立命館アカデメイア＠大阪」に対する相互利用開

始。 

京都橘女子大学図書館と相互利用協定締結。 

付属高校等に対する利用者サービス拡大。 

 

文学部司書課程受講者の図書館実習受入実施。 

RUNNERS$稼働。（注16） 

 

 

 

 

 

全学リコール制導入。 

学術情報施設利用規則および同施行細則施行。（注

17） 

RUNNERS携帯電話サービス開始。 

 

 

 

 

 

 

言語教育情報研究科・先端総合学

術研究科設置。 

 

 

法務研究科（法科大学院）開設。 

情報理工学部設置。 

各階のトイレを改修し、全館のカーペットを新しくしました。また、閲覧座席（1,460席）の椅子も入れ替えました。 
新システム導入と同時にMyLibraryも導入し、Webでの貸出延長や電子ジャーナルの検索、横断検索などが可能となりました。 
リコール制度や、学部学生に対する研究図書の館外貸出などを実施しました。 

（注15） 
（注16） 
（注17） 

インターネット時代に対応して、学習・教育・研究と密接に関連する学術情報データベースの無料提供を開始しました。 （注14） 

1999（平成11） 

 

 

2000（平成12） 

 

 

 

2001（平成13） 

 

図書館1階にオープンパソコンルーム設置。（パ

ソコン120台） 

 

 

APUライブラリー開館。 

メディアセンター1F新聞・雑誌閲覧室拡張。 

 

 

 

 

リサーチ・ライブラリー開設。（修学館1階共同

閲覧室拡充） 

 

 

コアデータベースの提供サービス開始。（注14） 

RUNNERS#稼働。　 

 

 

開館時間を午後１０時まで延長。（衣笠） 

RUNNERSデータベースの全機能学外公開。 

レファレンスライブラリアン配置。 

教員に対するコピーサービス開始。 

 

 

総合情報センターホームページ英語版公開。 

修学館・人文系文献資料室の土曜開館実施。 

学生ライブラリースタッフ導入。 

 

 

 

 

立命館アジア太平洋大学開学。 

 

 

教育科学研究所を名称変更し、人間

科学研究所設置。 

 

応用人間科学研究科設置。 
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年度 
1923 
1924 
1925 

1926 
 

1927 
 

1928 
1929 
1930 
1931 
1932 

1933 
 

1934 
1935 
1936 

1937 
 

1938 
1939 
1940 
 

1941 
 

1942 
1943 

1944 
 

1945 

 
1946

 
 
 

1947 
1948 
1949 

1950 
 

1951 
1952 

1953 
 

1954 
1955 

1956 
 

1957 

1958 
 

1959 

1960 
 

1961 

1962 
 

1963 

1964 
 

1965 
1966 

1967 
 

1968 
1969 
1970 
1971 
1972 
1973 
1974 

1975 
 

1976 
1977 
1978 
1979 
1980 
1981 
1982 
 

1983 
 

1984 
1985 
1986 

1987 
 

1988 
1989 

1990 
 

1991 
1992 
1993 
1994 
1995 
1996 
1997 
1998 
1999 
2000 
2001 
2002 
2003 
2004

和暦 
大正12 
大正13 
大正14 

大正15 
 

昭和2 
 

昭和3 
昭和4 
昭和5 
昭和6 
昭和7 

昭和8 
 

昭和9 
昭和10 
昭和11 

昭和12 
 

昭和13 
昭和14 
昭和15 
 

昭和16 
 

昭和17 
昭和18 

昭和19 
 

昭和20 

 
昭和21

 
 
 

昭和22 
昭和23 
昭和24 

昭和25 
 

昭和26 
昭和27 

昭和28 
 

昭和29 
昭和30 

昭和31 
 

昭和32 

昭和33 
 

昭和34 

昭和35 
 

昭和36 

昭和37 
 

昭和38 

昭和39 
 

昭和40 
昭和41 

昭和42 
 

昭和43 
昭和44 
昭和45 
昭和46 
昭和47 
昭和48 
昭和49 

昭和50 
 

昭和51 
昭和52 
昭和53 
昭和54 
昭和55 
昭和56 
昭和57 
 

昭和58 
 

昭和59 
昭和60 
昭和61 

昭和62 
 

昭和63 
平成元年 

平成2 
 

平成3 
平成4 
平成5 
平成6 
平成7 
平成8 
平成9 
平成10 
平成11 
平成12 
平成13 
平成14 
平成15 
平成16

役職名 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
文庫長 
館長＊1 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 

館長 
 

館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 

館長代行 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 
館長 

総合情報センター副センター長（学術情報担当）＊5 
総合情報センター副センター長（学術情報担当） 
総合情報センター副センター長（学術情報担当） 
総合情報センター副センター長（学術情報担当） 
総合情報センター副センター長（学術情報担当） 

館長 
館長 

氏名 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
和田　三良 
和田　三良 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
跡部　定治郎 
黒田　覚 

磯崎　辰五郎 
磯崎　辰五郎 
大岩　誠 
大岩　誠 
和田　三良 
和田　三良 
和田　三良 
和田　三良 
和田　三良 
和田　三良 
熊谷　八十三 
熊谷　八十三 
熊谷　八十三 
熊谷　八十三 
竹田　直平 
竹田　直平 
竹田　直平 
天野　利武 
天野　利武 
平田　隆夫 
平田　隆夫 
平田　隆夫 
平田　隆夫 
平田　隆夫 
淡川　康一 
淡川　康一 
淡川　康一 
淡川　康一 
山元　一郎 
山元　一郎 
山元　一郎 
山元　一郎 
井上　次郎 
井上　次郎 
井上　次郎 
薦田　久規 
薦田　久規 
薦田　久規 
三田村　泰助 
三田村　泰助 
三田村　泰助 
浅井　清信 
浅井　清信 
浅井　清信 
武藤　守一 
武藤　守一 

国崎　望久太郎 

国崎
　
望久太郎 
 

建林　正喜 
建林　正喜 
井上　晴丸 
井上　晴丸 
池田　誠 
池田　誠 

野久尾　徳美 
空席 

和田　繁二郎 
和田　繁二郎 
和田　繁二郎 
岡崎　栄松 
岡崎　栄松 
杉田　嘉一郎 
杉田　嘉一郎 
杉田　嘉一郎 
古川　勝弘 
杉田　嘉一郎 
奥田　修三 
奥田　修三 
後藤　靖 
後藤　靖 

明石　外世樹 
戸木田　嘉久 
菅沼　良治 
西川　冨雄 
西川　冨雄 
衣笠　安喜 
佐藤　智三 
佐藤　智三 
中原　章雄 
中原　章雄 
中井　美雄 
中井　美雄 
久岡　康成 
佐藤　嘉一 
佐藤　嘉一 
大戸　千之 
大戸　千之 
大瀬戸　豪志 
水口　憲人 
水口　憲人 

備考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1934.1就任 
 
 
 

1937.12退任 
1937.12就任 

 
 
 
 

1942.3退任 
1942.3就任 

 
 

1945.2.1退任 
1945.1.31就任 

 
1946.5退任 
1946.6就任 
1947.1退任 
1947.1就任 

 
 
 

1951.1退任 
1951.1就任 

 
 

1953.4退任 
1953.4就任 

 
 

1956.7退任 
1956.7就任 

 
1958.12退任 
1958.12就任 

 
1960.9退任 
1960.10就任 

 
1962.8退任 
1962.9就任 

 
1964.4退任 
1964.4就任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1975.4.1～11.25 
1975.11就任 

 
 
 
 
 
 
 

1983.5退任 
1983.5就任　1983.9退任 

1983.9就任 
 
 
 

1988.1退任 
1988.1.29就任（副学長の兼務） 

 
 

1990.7退任 
1990.8就任 

役職名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分館長（衣笠キャンパス）＊2 

分館長 
 

分館長 
分館長 

分館長 
 

分館長 
分館長 
分館長 
分館長 
分館長 

分館長 
 

分館長 

分館長 
 

分館長 

分館長 
 

分館長 

分館長 
 

分館長 
分館長 
分館長 

分館長（広小路キャンパス）＊3 
分館長 
分館長 
分館長 
分館長 
分館長 
分館長 
分館長 

分館長 
 

分館長 
分館長 
分館長 
分館長 
分館長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メディアセンター長＊4 
メディアセンター長 
メディアセンター長 
メディアセンター長 

氏名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増野　肇 

増野　肇 
 

浅井　潔 
浅井　潔 

浅井　潔 
 

浅井　潔 
橋本　次郎 
橋本　次郎 
田中　正三郎 
田中　正三郎 

羽村　二喜男 
 

羽村　二喜男 

遠藤　外雄 
 

武田　英吉 

武田　英吉 
 

深川　俊男 

深川　俊男 
 

村上　一男 
村上　一男 
村上　一男 
大西　芳雄 
大西　芳雄 
大西　芳雄 
奥村　三舟 
奥村　三舟 
和田　繁二郎 
和田　繁二郎 
福田　晃 

和田　繁二郎 
 

和田　繁二郎 
井戸田　侃 
宮地　國敬 
井上　正三 
山下　健次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大野　豊 
深海　浩 
深海　浩 
深海　浩 

備考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1949.10.就任 
 
 

1951.6就任 
 
 
 
 
 

1956.5退任 
1956.6就任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1967.9退任 
1967.10.就任 

■立命館大学図書館　歴代館長一覧 

＊1 「立命館図書館」に名称変更 
＊2 衣笠学舎に「理工学部分館」設置 
＊3 衣笠学舎に「中央図書館」完成。広小路図書館は分館となる。 

＊4 びわこ・くさつキャンパスへ理工学部拡充・移転にともない、メディアセンター設置 
＊5 総合情報センターに再編統合。図書館・修学館・人文系文献資料室・メディアセンター・メディアライブラリーを統括。 

図書館100周年に寄せて 
水口憲人 

みずぐち　のりひと 

立命館大学法学部教授。専門分野は、行政学・地方自治論。 

2003年4月から図書館長。 

寄 稿 ペ ー ジ 

　マルクスは、大英博物館の図書館を活用して『資本論』を書いた。イギリスの工場労働者の状態に関する
豊富な資料や、参照すべき多くの文献を彼に提供したこの図書館は、定職や研究室のなかった彼にとっての
不可欠の施設であった。そして現在、彼の『資本論』は世界の多くの図書館に所蔵されている。 
　『広辞苑』は図書館を「図書・記録その他の資料を収集・整理・保管し、必要とする人の利用に供する施設」
とする。だがこのようなありきたりの説明は、図書館が、「図書・記録その他の資料」が社会の共有財産で
あるという思想の上に作られた制度であるということをうまく伝えない。図書館は、知識や情報を社会化す
るシステムであり、それらが特定の個人や集団に独占されてはならないという理念に立脚した仕組みである。
私が辞書の執筆者なら、このような内容や「人間が作りだした優れた仕組みの一つ」という語句を付け加え
たかもしれない。この仕組みがあったからマルクスは『資本論』が書けたし、1世紀以上前の彼の著作に、
私たちは現在でも接することができるのである。 
　研究や教育は開かれた営みである。特定の人間にしかアクセスが許されないような情報を基礎にした研究
は、どこか歪みを伴うだろうし、この種の特権的な条件が一般化されれば、研究自身の発展や進歩が止まっ
てしまう。教育も研究の開かれた性格をベースにして成り立つ。とりわけ、人類が生みだしてきた知見が蓄
積・整理され新たに加工・生産される大学という現場での教育は開かれていなければならない。知識や情報
を共有化することによって開かれたものにする図書館という仕組みは、研究と教育のこのような性格と結び
ついているし、それらを支えるインフラである。 
　『広辞苑』がいうように、インフラが機能するためには「収集・整理・保管」という共有化の手だての具
体的工夫が必要である。先人たちは、人類が蓄えてきた知識を十進分類で整理する方法を編み出したし、カ
ードシステムという検索方法を開発してきた。これらの工夫は、知識が社会的に組織されていく歴史の足跡
でもあった。そして現今、組織化の環境は大きく変化しつつある。印刷物に代わるデジタル情報が比重を増
し、今後、その傾向はいっそう強まるものと予測される。わが「RUNNERS」のように電子化され便利にな
った検索システムは、カードシステムの影を次第に薄くしている。さらに、情報化と国際化が手を携え、「収
集・整理・保管」すべき資料の量を飛躍的に拡大し、質も多様化してきている。インフラはユーザー・フレ
ンドリーでなければならないが、環境の変化は、ユーザー・フレンドリーの新しい工夫を求めている。 
　I・イリイチは、学校は人間をダメにするが図書館は賢くするという（『脱学校の社会』）。画一化された知
識を強制的に詰め込む学校に対して、図書館は、知識の宝庫に主体的に向き合う態度を培うからだという。
教育に携わる者の一人として、学校が人間をダメにするという意見にはにわかに賛成しがたいとしても、彼
は図書館の役割を巧みに表現している。私たちを賢くしてきてくれた立命館大学図書館は100歳を迎える。
情報化や国際化の新しい段階に遅れを取らず、また学生生活や研究活動の多様化に対応した図書館として有
機的変化を遂げること、これが、101歳以降へ向けての当面の課題だと考えている。 
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　立命館大学図書館が開設100周年を迎える。多くのかたがたの苦心努力によって、発展充実の道を歩んできた
ことは、よろこびにたえない。 
　図書館が大学の象徴であることは、昔も今も変わらない。充実した図書館を持たない大学は、その力量を疑わ
れてもしかたがないといえる。ただし、図書館のありようは昔と今ではずいぶん変わってきており、図書館の充
実とは何を意味するかという問題も、簡単に論じることはむずかしくなってきた。 
　長い間、図書館とは書物を収蔵して閲覧に供する場所にほかならず、図書館評価の基準はなによりも蔵書数の
多さであった。そうした評価基準が今日まったく意味を失ったわけではないけれども、現在の大学図書館は、あ
らゆる情報媒体によって教員・学生に研究・学習の便宜を提供する組織・場として、存在意義を問われるように
なってきている。提供を期待される便宜は、テクノロジーの進歩によって多面的となり、しかも変化してやまない。
わたしなどにとって感慨深いのは、その変わりようのはやさである。 
　すぐ昔話をしたがるのは年をとった証拠らしいのだが、わたしの学生時代（30年前のことである）、身近な図書
館で読める本はきわめて限られていた。勉強に必要な本はなけなしの財布をはたいて買うのがあたりまえと考え
られており、品切れや絶版の本は、こまめに古書店を訪ね歩いて探し、幸運な出会いを待った。それは、出版さ
れる書物の数が、まだきわめて少なかったからでもあった。遠方をふくめて、あちこちの図書館にあたることも
したが、収蔵されているかどうかは行ってみなければわからず、収蔵されていても、その場で読んでノートをと
るしかなかった。 
　それと比較した現在の状況を、あれこれ述べる必要はないであろう。今昔の感というほかはない。各国の雑誌
論文やPh.D. 学位論文が実に容易に読めるようになったという一事だけでも、わたしには不思議な気さえするの
である。 
　変化は急激であった。図書館にとって所蔵資料の急増は深刻な問題だが、コンパクト化の方法として期待され
たマイクロフィルムはマイクロフィッシュにとってかわられ、さらにCD-ROMがこれにかわった。映像資料の媒
体は短期間にビデオテープからレーザーディスクへ、さらにDVDへと移行した。パソコンのためのコネクター配
備を進めているうちに、無線ランが台頭してきた。データベースが加速度的にふえた。長期的な展望でもって図
書館の整備充実を考えることがいかにむずかしいか、あらためて思わざるをえない。 
　そうしたむずかしさは、今後いっそう増大していくであろう。さきごろには、インターネット企業の最大手が、
オクスフォード、ハーヴァード、スタンフォードなど有力大学図書館の蔵書の電子化に乗り出し、ネットで閲覧
できるよう準備している、との報道があった。図書館をめざして渡航し、いささかわずらわしい資格手続きをす
ませ、閲覧を申し込んで長い時間待ち、やっと目的の書物と対面する、そうした経験をもつものには溜め息の出
る話である。 
　有力図書館蔵書の電子化が進むなら、一般図書館は最近刊の書物のみを収蔵し、古くなった書物はどんどん廃
棄することになるのだろうか。研究機関としての大学図書館は、自力で膨大な蔵書を蓄積しようとすることをやめ、
他所にはない珍書稀覯本や、散失の危険にさらされている諸資料を、それぞれの意思と責任において収集保管し、
ひろく閲覧に供することによって、応分の社会的役割をはたそうとするようになるのだろうか。 
　大学図書館の将来を予測することは、わたしなどにとっては、心楽しいようでもあり、またこわいようでもあ
ることに思えてくるのである。 

立命館大学図書館開設100周年 
大戸千之 

おおと　ちゆき 

立命館大学文学部教授。専門は、古代ギリシア史・ヘレニズム時代史。  

2000年 4月から2002年3月まで、総合情報センター副センター長（学術情報担当）。 
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　立命館大学図書館が開設100年を迎えるということからすれば図書館長として業務に携わったのは僅かな
期間であったが（1995年 4月から1997年 3月）、今思い返してみると、この間に図書館に関連して随分と政
策的な展開があったように思う。「第五次長期計画の具体的な推進について」と題する常任理事会文書（1996
年 6月）によって長期計画の具体的課題の一つとして図書館政策の検討が提示され、その答申文書作成の作
業に取り組んだこと、また、日常的な業務としても、図書購入方式の改革、図書業務の集中化、業務委託な
どの図書業務改革、利用者サービスの向上に向けての休日の図書館の利用体制の確立、相互利用の充実など
の情報サービス業務の改革、BKCへの経済・経営両学部の移転に伴う施設計画の確立や移転図書選定・収
書方針・補充図書収書方針の策定、図書保存方針の確立など、図書館業務の基幹に関わる作業にかなりのエ
ネルギーを費やしたことが想起される。また、全国的な動きとして大学図書館における電子図書館的機能の
充実・強化がいわれ、学術審議会などを中心に報告・建議文書が公にされると言う状況があり、また、私立
大学図書館協会が中心となって、その総会で「新私立大学図書館改善要綱」が採択されるなどの状況が生ま
れていた。 
　丁度、大学の研究・教育機能に対する社会的要請の内容も変化を遂げつつあり、学術情報はますます量的
に増大し、質的にも高度化・多様化し、国際的連結を強めつつあった時期でもあった。そのことは、当然、
大学図書館のあり方に、好むと好まざるとに関わらず、大きな影響を及ぼしたことは否定できない。大学図
書館は、学生や教職員の教育・研究活動に不可欠な情報への接近に的確・迅速に対応しうる学術情報の収集・
集積・創出・発信機能の飛躍的展開を要請されるようになる。大学図書館であっても、地域も含めて、学術
情報の創出・発信機能の強化がいわれ、そのための人的・物的体制の充実が特に強調された時期でもあった
ように思われる。 
　それからもう10年も経ち、この10年間での立命館の著しい発展の中で、図書館も、大学内外における学
術情報センターとして、より一層の充実・発展を遂げていることを心ひそかに喜んでいる。過去、図書館は
大学においてはシンボリックな位置を占めてきたように思う。例えば、各大学で何か大きな節目を迎えると、
記念事業の一環として立派な図書館が造られ、教育・研究機関の象徴的役割を果たしてきた。しかし、今日
では、学術情報センターとしてのダイナミズムに重きが置かれていることは否定できないであろう。一利用
者としての立場から言えば、様々の媒体を通じて、必要なときに、必要な情報が的確に入手できる、そのた
めの人的・物的条件が整備されているということが、図書館の存在に対する安堵感・信頼感をもたらすもの
であると思っている。学生や教職員、あるいは広く市民のための学術情報センターとして、その存在感を示
してもらいたいと念じている。開設100周年に際しても、なお一層その思いは強くなるばかりである。 

立命館大学図書館の思い出 
中井美雄 

 

なかい　よしお 

立命館大学名誉教授。専門分野は、民法・民事法学。 

1995年4月から1997年3月まで、図書館長。 
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　私が立命館大学の図書館に着任したのは1989年の 3月で、おりしも図書館システムの概要設計が開始された時
であった。当時、全国でもまだあまり稼動していない図書館のトータル・システム（学術情報システム：RUNNERS）
の開発で、機種選定が終わって本格的なシステム開発が始まったのは、その年の7月頃からであった。実質の開
発期間は8ヶ月しかなく、赴任したばかりで、かなりのプレッシャーがあったことを今でも記憶している。以前、
文部科学省学術情報センター：NACSIS（現行の国立情報学研究所：NII）に在職し、全国の大学を中心に我が国
の研究機関を結ぶ大規模なネットワークシステム（SINET）、図書・雑誌の目録所在情報システム（NACSIS-CAT）、
学術情報データベースの検索システム（NACSIS-IR）等の開発に携わっていた関係から、技術的な点では大いに
助かったが、図書館のそれまでの手作業から端末を通してのオンライン作業の切り替えや、目録カードの廃止など、
今では、想像もできない壁が多くあった。1990年 4月、無事に稼動した時は天にも昇る思いであった。ちょうど
この時期は、本学の第3次長期計画の後半にあたり、本学に「情報化」という柱が提起され、それを正に実践す
る時でもあった。図書館としては、「情報化」のベースとなる重要な作業として、100万冊を越える蔵書の目録カ
ードのデータベース化（遡及入力）や新たな情報サービスへの取り組みに悪戦苦闘した。しかし、図書目録の自
動登録システムや雑誌の自動チェックイン･システムなど、全国にも先駆けたシステムの開発に成功し、図書館
の高度化・合理化を進めることができた。今から思えばこの時から、図書館の高度化や学園の情報化にむけてま
さに「IT」との格闘であったと考える。 
　まもなく第4次長期計画が開始され、1994年の政策科学部の設置やBKCの開設など、本格的な学園の「情報化」
にむけて、立命館統合情報システム（RAINBOW）の開発に携わった。そしてこの時期からネットワーク型のシ
ステムが本格化し、インターネットが地球的にまさに草根のごとく増殖していた時期でもあった。それまでの専
用回線・専用端末で構成された閉鎖的な汎用機システムから、ネットワークにリンクしたパソコンとサーバーで
構成するシステムが主流となりつつあった。それを受けて、計算機センターや図書館および事務にあった3台の
汎用機システムを全てネットワーク型の、いわゆるダウンサイジング・システムに、順次切り替える挑戦が始ま
った。その当時、今日のようなインターネットの世界が到来するとは全く想像もできないことであったが、IT技
術がインターネット時代にむけて進化している最中で、予想とは異なる事故も多発し、安定するまではかなりの
時間を要した。RAINBOWが完成したことにより、それまで図書館で蓄積していた図書・雑誌の目録所在情報を
ネットワークを介して自宅からでも検索できるようになった時の感激は今でも鮮明である。汎用機システムによ
る閉じられた世界から、Webや電子メールを含めて、インターネットを中心に IT技術への様変わりが強烈に印象
に残っており、エポック的な IT変革を当初から体験ができたことは、幸せなことだったと思う。 
　ネットワーク型のシステムが充実することによって、図書館サービスも広範囲に展開することができ、2000年
に開学した立命館アジア太平洋大学（APU）の学術情報システムにおいてもRUNNERSのサービス機能を提供す
ることができた。またシステムの機能が高度化することによって、業務の委託化を大規模に進めることができ、
さらにネットワーク化が進むことによって、組織改革も大胆に進めることができた。それまでの計算機センター
部門、図書館部門、事務システム部門を徐々に統合・再編し、現在の姿になるまでには、かなりの時間を要したが、
全国の大学でもまれな組織となっている。本格的なインターネット時代を想定しての組織改革であったと確信する。
これにより、トータル的なシステムの開発と維持・管理が可能となり、図書館システムの高度化も進展してきた
と思う。また経費の合理化をはかることができ、コア・データベースのサービスが可能になり、これはインター
ネット時代の図書館サービスのまさにコア･サービスにもなっており、感慨深いものがある。 

「IT」との格闘 
郷端清人 

ごうば　きよと 

立命館大学BKC研究部門次長 

図書館情報システム課長を経て、2001年3月まで総合情報センター次長。 
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　はじめて図書室が開設されてから100年を迎えた。その名も「立命館文庫」「立命館図書館」「立命館大学図書館」
と変遷をたどった。当初は本学購入のほか岡村司、雉本朗造、仁保亀松ら本学講師であった京大教授や有志の方々
からも多数の寄贈をうけて蔵書を構成していたようである（『法制時論』『立命館学誌』より）。いまでは「立命館
大学総合情報センター」の中心機関のひとつであり有数の蔵書を誇る図書館になっているが、その役割は基本的
には昔も今も変わっていない。わたくしは1968年から約19年間図書館業務に携わったのでいろいろの思い出や
経験などの中からとくに印象深いことについてふれさせてもらいたい。 
　ひとつは図書館の配属になって一年くらい経ったころであろうか、立命館出版部から刊行された書籍のことで
学外からの問い合わせがあった。戦前に存在した出版部についてまったく無知であったため先輩や同僚の方々に
教えを乞い、おまけに出版物を一部掲載したリーフレットようの出版案内のコピーまで参考にいただいた。これ
を出発点にしてそのときからわたくしの出版部調べがはじまった。立命館出版部がいつからいつまで存在して、
どのような図書の出版をしていたのかを目的にして、昼休みや時間外に書庫に入って実物を確かめたり、国会図
書館の書名目録と睨めっこしたり、時間をみつけては一生懸命に集中したものである。古書店や古本市にもよく
でかけた。蔵書にないものは買い求めた。高価なものは図書館で購入していただいた。この調査は図書館の職場
を離れてからも関心をもちつづけていた。おかげで百年史の担当になったとき思わぬところから資料が見つかっ
て解明された事項もあった。わかった範囲でまとめたのが『立命館百年史紀要』第1～ 2号（1993～ 94年）に掲
載してもらった拙稿である。 
　もうひとつは末川博先生の蔵書にかんしてであるが、わたくしはその時収書係の任についているときで役目上
最初に受入業務をする必要があった。先生がお亡くなりになってしばらくして末川家から運び込まれたとき、当
時の仮書庫に入りきらず廊下にもダンボール箱のまま積み上げられたほどたくさんあった。このときの箱の数は
540箱あったことをいまも記憶している。その後京都府立総合資料館から生前先生から寄贈を受けられたが重複し
ている部分を残しておられてその分が30箱ほど廻ってきた。そして元総長室にあった書簡などを主にしたものが
確か4箱くらいあったかと記憶している。これらの図書・雑誌および一部書簡、新聞のスクラップをコツコツと
毎日少しずつ埃を払いながら、挟み込みの資料等を調べながら、一冊々々記帳していったのであった。とくに関
心させられたのは新聞のスクラップで小さな記事でも小まめに採っておられることである。あの忙しい先生がと
思った。日付や新聞名が先生の筆跡であるから間違いなくご自分でスクラップなさっておられたものと思う。丁
度ほとんどを開き終わった頃、人事異動で他所に出ることになり残念な気もしたがまたひとつの節目としてはよ
い時期でもあったとおもっている。これらの図書資料類は生前すでに先生からいただいていた図書資料類と遺品
類も合わせて『末川文庫目録』としてまとめていただいていることはうれしいかぎりである。 
　もっとも自分の印象に残っている仕事をふたつばかりあげてみたが、まえのものは図書館へ配属されてからい
まだ初期のことである。あとの方は図書館時代の最後をかざる仕事になった。時代のタイミングも合い興味をも
って向かい合える仕事に携わることができたことは幸せであった。図書館に在籍しているうちに得た経験は自分
個人にとってはいうまでもなく、のちに百年史の仕事をするうえでも役立っていることはまたいうまでもない。
いまは非常によい経験と勉強をさせてもらったことに大いに感謝している。 

末川博先生の蔵書受入と立命館出版部のことなど 
西岡成幸 

にしおか　しげゆき 

図書館で勤務（1968-1987年） 
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1 3　　蔵書冊数 
　1905年には2,234冊だった蔵書冊数は100年間で着実に増えています。2003年度には、立命館アジア太平洋大学を合
わせると240万冊を超えました。 

2

　　入館者数 
　学部の新設など利用対象者数の増加、情報環境の整備にともなって、増加しています。 

4　　貸出冊数 
　貸出条件も改善してきています。1975年に 3冊 10日間だった学部学生の貸出冊数･期間は、2004年 4月から10冊 14
日間に拡大しています。 

5　　閲覧座席数 
　衣笠図書館（1967年）、メディアセンター（1994年）、メディアライブラリー（1998年）の開設にともない、増加して
います。 

　　開館日数 
　本学図書館は、1978年に日曜開館を実施し、その後も開館時間の延長を積極的に推し進めてきました。2003年度から
は開講期の月末休館を廃止し、全国の大学図書館の中でもトップレベルの開館日数となっています。 
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　統計で見る図書館100年 
 
　立命館大学図書館の100年間を統計データで振り返ります。 
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マルチメディアルームや情報システム課窓口での利用相談、マルチメディアルームの巡回や情報教室の機器
管理、講習会の講師などの業務を行っています。2005年 1月現在、衣笠108名、びわこ・くさつキャンパス
103名のスタッフが活躍しています。 

業務内容の紹介 
 
  利用相談 
パソコンやRAINBOWに関する利用相談・質問への対応、障
害対応を行っています。わからないことがありましたら、お
気軽にお尋ねください。 
 
  講習会講師 
情報システム課では、先生方を対象にパワーポイント入門、
ホームページ作成、コースツールなどの講習会を開催してい
ます。講習会では、RAINBOW STAFFが講師を務め、参加し
た教員からは、「マンツーマンで説明を受けることができて
よかった」「説明が丁寧でわかりやすい」と好評を得ています。 
 
RAINBOW STAFFのホームページ 
http://www.ritsumei.ac.jp/acd/mr/i-system/rstaff/

RAINBOW STAFF

衣笠図書館・修学館リサーチライブラリー・メディアセンター・メディアライブラリーで図書館の仕事を担
っています。2005年 1月現在、衣笠70名・びわこ・くさつキャンパス31名、合計101名の学生ライブラリ
ースタッフが活躍しています。 

LIBRARY STAFF

業務内容の紹介 
 
  ガイダンス講師・補助 
図書館で実施している検索セミナー・新入生むけ図書館ツアー・
書庫入庫ガイダンス（衣笠のみ）の講師や講師補助はライブ
ラリースタッフが担っています。 
「親しみやすい」「自分の経験も話してもらえてよかった」と、
受講生に好評です。 
 
  返却台の資料の配架 
館内の返却台に戻された本のデータをとり、書架に戻す作業
をしています。 
 
  館内掲示物の作成 
館内のさまざまな掲示物を利用者の視点でわかりやすく作成
しています。 
 
  ホームページの作成（衣笠） 
「新着図書情報」を毎週更新しています。 
 
  職場体験学習 
「職場体験学習」をする近隣の中学生を受け入れる際には、ライブラリースタッフが先生役です。 

学生スタッフ活躍中！ 

　　＜キャンパスネットワーク利用全般に関するお問い合わせ＞ 

　情報システム課 

　　場　　所：衣笠　 有心館1階　tel：075-465-8275 

　　　　　　　びわこ・くさつキャンパス　 アクロスウイング2階　tel：077-561-2637 

　　窓口時間：月～金　9：00～21：30 

　　ホームページ　http://www.ritsumei.ac.jp/acd/mr/i-system/ 

 

　　＜図書館の利用に関するお問い合わせ＞ 

　衣笠図書館 tel：075-465-8217 e-mail：library@st.ritsumei.ac.jp 

　修学館リサーチライブラリー tel：075-465-8248 e-mail：shugaku@st.ritsumei.ac.jp 

　人文系文献資料室 tel：075-465-8189 e-mail：bunken@st.ritsumei.ac.jp 

　メディアセンター tel：077-561-2634 e-mail：media@st.ritsumei.ac.jp 

　メディアライブラリー tel：077-561-3943 e-mail：medialib@st.ritsumei.ac.jp

■■■■■ 問い合わせ先一覧 ■■■■■ 
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